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【海夫】潮の香りをほのかに残すここ霞ヶ浦にもかつては多く
の海の民がいた。海に寄り添い、潮の流れとともに暮らしていた
人たちに思いを寄せて、今生きる霞ヶ浦の海夫たらんとす。
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稿
連
載
開
始
の
２
０

１
３
年
５
月
か
ら
す

で
に
５
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
本
稿
連

載
の
ね
ら
い
は
ウ
ナ
ギ
の

減
少
原
因
を
明
ら
か
に
し
、

ウ
ナ
ギ
の
故
郷
で
あ
る

霞
ヶ
浦
か
ら
再
生
を
実
現

し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら

で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ウ
ナ
ギ
資
源
再
生
に

向
け
た
動
き
を
起
こ
す
こ

と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
事
態
は

一
層
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
不
漁
の

ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
ウ

ナ
ギ
が
食
べ
ら
れ
な
く
な

る
の
で
は
と
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
シ
ラ
ス
大
不
漁

の
原
因
に
つ
い
て
は
、
黒

潮
の
蛇
行
等
の
海
洋
環
境

や
乱
獲
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
真

相
は
未
だ
明
ら
か
に
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
減
少

の
原
因
に
つ
い
て
、
別
の

視
点
か
ら
検
討
を
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、

い
ま
問
題
と
な
っ
て
い
る

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
大
不
漁
を

取
り
上
げ
ま
す
。

本



図１ ウナギ天然種苗採捕量の推移（縦軸：対数目盛）

表１ シラスウナギ漁獲変動の年代区分

（
１
）
年
代
区
分

天
然
産
種
苗
（
以
下
シ
ラ
ス
と

い
う
）
の
減
少
は
、
１
９
６
０
年

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
減
少
傾
向
が

安
定
し
て
い
る
期
間
毎
に
年
代
区

分
し
、
そ
の
始
点
・
終
点
と
持
続

時
間
を
表
１
に
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

１
９
５
０
～
１
９
９
０
年

の
間
に
は
減
衰
期
の
持
続
時

間
が
比
較
的
短
い
の
に
対
し
、

以
後
は
７
～
１
８
年
と
長
く

な
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

減
衰
傾
向
を
見
る
と
、
１
９

９
０
年
以
前
に
は
、
す
べ
て

直
線
的
で
す
が
、
１
９
９
９

年
以
降
は
初
期
に
減
衰
が
小

さ
く
、
時
間
経
過
と
と
も
に

減
衰
率
が
大
き
く
な
る
と
い

う
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

ハマダアツノブ

東北大学農学部修士課程修了
（海洋学専攻）。農学博士。豊
北大学助手を経て、茨城県水産
試験場内水面試験場に勤務。現
在、霞ヶ浦アカデミー監事。主
な著書に「新しい自然保護の考
え方」（共著、古今書院）な
ど。

ウナギをめぐる冒険Ⅹ（最終回）
霞ヶ浦からシラス不漁に迫る

ま
ず
、
図
１
の

全
国
の
天
然
種

苗
（
主
に
シ
ラ

ス
）
の
漁
獲
変

動
を
見
ま
し
ょ

う
。
資
料
は
、

漁
業
養
殖
生
産

年
報
（
農
林
水

産
省
）
の
天
然

産
種
苗
採
捕
量

で
す
。
漁
獲
量

は
、
一
貫
し
て

減
少
を
つ
づ
け

き
た
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
詳

細
に
み
る
と
図

中
、
矢
印
で
示

し
た
よ
う
に
、

一
時
的
な
増
加

や
減
少
傾
向
の

微
妙
な
変
化
等

の
変
極
点
が
７

カ
所
存
在
す
る

こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
変
極
点

出
現
や
変
動
を

引
き
起
こ
す
原

因
へ
の
手
掛
か

り
を
発
見
す
る

こ
と
が
原
因
解

明
へ
の
第
一
歩

で
す
。

寄稿 濱田篤信

変動
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ウナギ（霞ヶ浦）

①漁獲量減少は、シラスの1960年からである（図２参照）

②利根川水系がシラス総漁獲量の８０％を占めていた.
③全国のウナギ漁獲量減は、シラス減から１０年遅れて始
まった.
④利根川水系のウナギ漁獲量と全国のシラス漁獲量との間に
正の相関関係が認められる.
⑤霞ヶ浦のウナギ漁獲量と全国のシラス漁獲量との間に正の
相関関係が認められる.
⑥利根川水系を除く全国のウナギ漁獲量と全国のシラス漁獲
量の間に相関関係が認められない.

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る

の
は
日
本
全
体
の
シ
ラ
ス
漁

獲
量
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
黒

潮
の
蛇
行
等
の
海
洋
環
境
や

乱
獲
等
様
々
な
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
、

こ
れ
ら
の
要
因
が
複
合
的
に

作
用
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
し
た
複
雑
な
要

素
が
関
係
す
る
こ
の
問
題
を

霞
ヶ
浦
か
ら
の
視
点
で
読
み

解
こ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の

ね
ら
い
で
す
。

「
霞
ヶ
浦
に
焦
点
を
あ
て
る

理
由
」
の
⑤
と
⑥
を
取
り
上

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
図
３

(

左)

は
、
霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ

漁
獲
量
と
全
国
の
シ
ラ
ス
漁

獲
量
、
図
３(

右)

は
利
根
川

水
系
を
除
く
全
国
の
ウ
ナ
ギ

漁
獲
量
と
全
国
の
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
漁
獲
量
の
関
係
を
図
示

し
た
も
の
で
す
。
霞
ヶ
浦
ウ

ナ
ギ
漁
獲
量
と
シ
ラ
ス
漁
獲

量
と
の
間
に
は
比
較
的
明
瞭

な
直
線
関
係
が
み
ら
れ
、

霞
ヶ
浦
で
ウ
ナ
ギ
が
増
え
れ

ば
、
全
国
で
シ
ラ
ス
が
増
え

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
利
根
川
水
系
を

除
く
全
国
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量

図２ ニホンウナギの漁獲量の推移

図
３

ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
と
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
漁

獲
量
の
関
係

（
左
）
霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ

（
右
）
利
根
水
系
を
除
く
全
国

と
シ
ラ
ス
漁
獲
量
と
の
関
係
を
見
る

と
両
者
の
間
に
明
瞭
な
正
の
相
関
関
係

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
資
源
の
霞
ヶ
浦
依
存
度

が
極
め
て
大
き
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
図
１
の
矢
印
７

カ
所
の
変
動
の
原
因
が
霞
ヶ
浦
周
辺
に

存
在
す
る
可
能
性
が
で
て
き
ま
す
。

（
２
）
変
動
の
原
因
は
ど
こ
に
？
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第１期

•減衰期 (１９５９～１９６７)１９５９年２月に霞ヶ

浦の出口である常陸利根川河口部への常陸川水門建設

工事が始まります。湖水の流下を河口直上の[利根川―

常陸利根川]に掘削したバイパスで利根川へ流下させ工

事が進められました。この工事がシラスの遡上を阻害

したものと考えられます。同水門は１９６３年５月に

完成します。この間のシラス漁獲減少率は年率８％で

す。

•増加期 (１９６7～１９６９)１９６３年５月常陸川水

門が完成し、それまで工事で閉め切状態であった常陸

川河口が復元されました。これにより霞ヶ浦へのシラ

スの遡上が一時回復します。

第２期

•減衰期（１９６９～１９７３）１９７０年からシラス漁獲量が４年間にわたって減少します。

その原因を、既に１９６３年に完成している水門の建設や操作に求めることはできません。他の原因と

して考えられるのは、産卵量の、したがって親魚の産卵参加減少です。第一期減少期のシラスが親魚に

成長して産卵し、仔魚がシラスとなって利根川に戻ってくるのには約7年を要します。すなわち１９６３

年の常陸川水門の完成の影響は１９７０年以降に現れ始めます。このことから１９６９～１９７３年の

期間のシラス減少が、第２期のシラスの減少に反映されたのではないかと考えられます。この期間の減

衰率は２９％の高率に達していました。

•増加期（１９７３～１９７５）第２期の増加期は、１９７３年に始まっています。１９７３年は、あの

異常渇水に見舞われアオコ大発生、シジミ・魚類大量斃死が起こった年で、常陸川水門閉鎖が定着に向

う時期です。水門の操作でシラスが、上流側に遡上できず常陸川水門下流に留めおかれたために漁獲圧

が一時的に高まったためではないかと考えられます。

第３期

•減衰期（１９７５～１９７８）第３期の減衰は常陸川水門完全操作開始の１９７５年に始まります。こ

の期の減衰率は全期間中最も大きく年率４０％にも達しました。常陸川水門完全操作に加え、１９６９

～１９７３年間の第２期減衰期のシラス減少による産卵親魚・産卵への影響もあったと考えられます。

•増加期（１９７８～１９７９）この期間にはシラス漁獲量が２４㌧から３２㌧に増えています。これを

増加と見るか、それとも自然変動の範囲内と見るか判断は難しいところですが、同時に減衰傾向も変っ

ています。この時点で漁獲に影響を与える何かが起こっていたものと考えられますが、詳細は不明です。

第４期

•減衰期Ⅱ （１９７９～１９８４）この期の減衰は５年間にわたる年率１３％の減少です。この期間に

は河川改修等の事業は見わたりません。したがって漁獲減少は、第２期１９６９～７３年級群の資源お

よび産卵量減少の影響と見るのが妥当でしょう。

•減衰期Ⅱ （１９８５～１９９０）１９８５年に漁獲量が一段と低下したあと、ごくわずかではありま

すが１９９０年まで微小な減少が続いています。この期間には常陸川水門の閧門部の改修が１９８６年

に開始されます。工事は１９９３年３月に完了しています。

•増加期（１９９０～１９９２）１９９０年から１９９２年にかけては、やや上昇します。漁獲量増加の

原因として考えられるのは、この水門改修工事です。着工は１９８６年なので、その時期に産卵回遊で

きた親魚群の影響が考えられます。

第５期

•減衰期Ⅰ （１９９１～１９９８）この期の減衰は、１９９１年に始まり１９９８年まで７年間にわ

たって続きます。それ以前に比較すると増減にバラツキが大きくなってきます。

•増加期（１９９８～１９９９）この間にシラス漁獲量は、８㌧から１５㌧に倍増します。シラスの漁獲

増の原因には、シラス遡上の他に、産卵量の増加、１９９０年代中頃に産卵回遊参加増の可能性です。

(
３)

変
極
点
を
特
定
す
る

利
根
川
下
流
で
ウ
ナ
ギ
の

生
態
や
行
動
に
影
響
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
の
は
霞
ヶ

浦
開
発
の
た
め
の
水
門
建
設

や
水
資
源
開
発
管
理
で
す
。

こ
う
し
た
視
点
で
以
下
に
注

意
深
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

４



図
４
は
、
常
陸
川
水

門
完
全
操
作
開
始
後
の

霞
ヶ
浦
木
原
沖
の
塩
分

（
塩
素
イ
オ
ン
濃
度
）

の
変
動
を
示
し
た
も
の

で
す
。
水
門
操
作
は
、

通
常
下
流
か
ら
の
塩
分

浸
入
を
許
さ
な
い
も
の

で
す
が
、
塩
分
上
昇
が

発
生
し
て
い
る
期
間
が

１
９
９
０
年
代
に
見
ら

れ
ま
す
。
１
９
９
１
年

１
１
月
か
ら
１
９
９
８

年
８
月
ま
で
上
昇
が
続

い
て
い
て
、
こ
の
期
間

に
常
陸
川
水
門
か
ら
塩

分
が
浸
入
し
て
い
た
こ

と
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
０
～
０
２
年
の

間
に
も
塩
分
上
昇
期
が

存
在
し
ま
す
。
こ
の
２

回
の
チ
ャ
ン
ス
に
ウ
ナ

ギ
の
遡
上
・
降
海
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

第
６
期

（
１
９
９
９
年
以
降
）

こ
の
期
の
変
動
は
、

そ
れ
以
前
に
は
な
か
っ

た
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
そ
れ
以
前
の

上
昇
・
下
降
の
パ
タ
ー

ン
が
消
失
し
、
１
８
年

間
の
長
き
に
わ
た
っ
て

減
衰
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
第
２
の
特

徴
は
、
減
衰
傾
向
が
、

直
線
状
（
指
数
回
帰
）

か
ら
Ｓ
字
型
（
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
回
帰
）
の
変

動
に
推
移
し
て
い
る
点

で
す
。
な
ぜ
、
新
し
い

変
動
パ
タ
ー
ン
に
移
行

し
た
か
？

ま
た
、
そ

の
こ
と
が
今
回
の
シ
ラ

ス
の
大
不
漁
と
関
係
す

る
の
か
ど
う
か
が
問
題

で
す
。

こ
の
期
の
始
点
は
、

１
９
９
９
年
で
す
。
１

９
９
６
年
に
は
霞
ヶ
浦

開
発
事
業
が
完
成
し

霞
ヶ
浦
水
資
源
管
理
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

に
と
も
な
い
霞
ヶ
浦
が

施
設
管
理
指
針
お
よ
び

管
理
規
定
に
そ
っ
て
管

理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
２
０

１
１
年
の
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
発
生
ま
で

の
間
に
は
大
き
な
工
事

は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

図４ 霞ヶ浦の塩素イオン濃度の推移（地点：木原沖、縦軸対数）

（
４
）
１
９
９
８
年
以
前
を
総
括
す
る

①

漁
獲
量
変
動
の
主
要
因

１
９
６
０
年
か
ら
１
９
９
８
年
ま
で
の

約
４
０
年
間
の
継
続
的
な
減
少
は
、
小
刻

み
な
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
対
数
目
盛
で

直
線
を
示
し
一
括
り
の
変
動
と
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
ら
こ
の
４
０
年
間
の

２
０
０
㌧
か
ら
１
０
㌧
へ

の
減
少
原
因
を
、
こ
の
間

の
水
資
源
開
発
管
理
に
よ

る
も
の
と
マ
ク
ロ
に
総
括

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
常
陸
川
水
門
完

成
と
同
時
に
、
水
門
が
閉

め
切
ら
れ
た
と
し
た
ら

も
っ
と
短
期
間
で
資
源
は

枯
渇
し
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
水
門
完
成
か
ら
３

５
年
に
わ
た
っ
て
霞
ヶ
浦

開
発
や
水
門
操
作
が
段
階

的
に
進
め
ら
れ
、
資
源
が

数
回
に
わ
た
っ
て
一
時
的

に
回
復
し
い
て
い
た
こ
と

が
資
源
枯
渇
の
歯
止
と

な
っ
た
と
も
云
え
る
で

し
ょ
う
。

②

塩
分
濃
度
と

シ
ラ
ス
漁
獲
量

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源

減
少
の
原
因
が
、
上
記
の

特
定
の
開
発
事
業
に
あ
る

と
い
う
本
稿
の
仮
説
は
、

俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い

も
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

も
う
一
つ
の
霞
ヶ
浦
原
因

説
の
証
拠
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

霞
ヶ
浦
へ
の
ウ
ナ
ギ
の

遡
上
、
降
海
は
、
霞
ヶ
浦

と
太
平
洋
を
繋
ぐ
利
根
川

お
よ
び
常
陸
利
根
川
の
バ

イ
パ
ス
経
由
で
可
能
と
な

り
ま
す
。
バ
イ
パ
ス
の
状

態
で
遡
上
・
降
海
が
影
響

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
霞
ヶ
浦
湖
内
の
塩
分

濃
度
が
バ
イ
パ
ス
状
態
を

知
る
一
つ
の
手
掛
か
り
と

な
り
ま
す
。

図
４
に
霞
ヶ
浦
の
塩
分
と

全
国
の
シ
ラ
ス
漁
獲
量
の

関
係
を
図
示
し
ま
し
た
。

図
５(

上)

は
、
塩
分
観
測

年
の
シ
ラ
ス
漁
獲
量
、
図

５(

下)

は
、
観
測
か
ら
２

年
後
の
漁
獲
量
で
す
。

塩
分
と
観
測
年
の
漁
獲

量
と
の
間
に
は
相
関
関
係

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
は
、
塩
分
は
、
シ
ラ

ス
の
遡
上
に
は
大
き
く
は

影
響
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
観
測
か
ら
２

年
後
の
塩
分
と
漁
獲
量
の

間
に
は
比
較
的
高
い
相
関

関
係
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
塩
分
が
産
卵

回
遊
に
影
響
を
与
え
、
２

年
後
の
シ
ラ
ス
来
遊
遡
上

に
影
響
を
与
え
た
も
の
と

推
察
で
き
ま
す
。

５
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以
上
の
結
果
も
霞
ヶ
浦

が
全
国
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
に

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

を
示
す
現
象
で
す
。
図

１
・
図
３
で
説
明
し
た
内

容
と
併
せ
て
、
こ
の
結
果

も
重
要
な
手
掛
か
り
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
霞
ヶ

浦
の
塩
分
に
影
響
を
及
ぼ

す
要
因
と
し
て
は
、
明
治

時
代
の
利
根
川
高
水
工
事
、

増
補
工
事
や
北
利
根
川
改

修
工
事
等
が
あ
り
、
そ
の

こ
と
が
霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ

漁
獲
量
に
影
響
を
与
え
た

こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
紹

介
し
ま
し
た
（
海
夫
通
信

１
４
）
。
１
９
５
９
年
以

降
に
は
、
常
陸
川
水
門
お

よ
び
利
根
川
河
口
堰
の
建

設
工
事
や
管
理
が
そ
う
で

あ
っ
た
こ
と
に
つ
て
は
前

述
の
と
お
り
で
す
。
こ
の

中
で
、
１
９
８
６
年
着
工

の
常
陸
川
水
門
改
修
工
事

に
つ
い
て
は
、
１
９
９
３

年
に
完
了
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
が
複
雑
な
の
で

少
し
説
明
を
し
て
お
き
ま

す
。こ

の
工
事
は
、
常
陸
川

水
門
を
通
過
す
る
船
舶
の

た
め
の
水
門
開
閉
時
の
下

流
か
ら
の
塩
分
浸
入
対
策

の
水
門
改
修
工
事
で
す
。

下
流
か
ら
の
高
塩
分
水
を

左
岸
水
門
直
上
に
設
置
し

た
貯
塩
水
槽
に
受
け
、
遡

上
し
た
高
塩
分
水
を
ポ
ン

プ
で
下
流
に
環
流
さ
せ
除

塩
し
ま
す
。
こ
の
対
策
事

業
が
、
機
能
す
れ
ば
、
常

陸
川
水
門
の
小
水
門
か
ら

の
塩
分
遡
上
が
湖
水
の
塩

分
に
反
映
さ
れ
難
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
図
３
を

見
る
と
、
工
事
完
了
後
に

塩
分
が
上
昇
し
て
お
り
、

有
効
に
機
能
し
た
か
ど
う

は
疑
問
が
の
こ
り
ま
す
。

な
の
で
、
１
９
９
０
年
以

降
の
漁
獲
変
動
に
つ
い
て

は
、
工
事
と
の
関
係
で
、

さ
ら
に
詳
細
な
調
査
検
討

が
必
要
で
す
。

Ｑ．常陸川水門ってなに？

写真は国土交通省関東地方整備局ホームページより

常
陸
川
水
門

は
、
霞
ヶ
浦
が

常
陸
利
根
川
を

経
て
利
根
川
と

合
流
す
る
地
点

に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
３

８
年
に
建
設
さ

れ

ま

し

た

。

利
根
川
か
ら

の
洪
水
の
逆
流

防
止
、
渇
水
時

に
利
根
川
河
口

か
ら
遡
上
す
る

塩
水
の
流
入
を

防
ぐ
こ
と
が
目

的
で
す
。
平
成

８
年
度
か
ら
は
、

霞
ヶ
浦
開
発
事

業
に
伴
う
水
位

管
理
を
行
い
、

農
水
、
工
水
、

上
水
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

常
陸
川
水
門

お
よ
び
そ
の
締

め

切

り

は

、

霞
ヶ
浦
の
水
質

汚
染
の
元
凶
と

し
て
批
判
さ
れ

る

こ

と

も

。

６



①[

霞
ヶ
浦]

／[

全
国]

の
比
率

▼
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

全
国
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
に

占
め
る
利
根
川
水
系
の
比
率
は
、

１
９
７
０
年
以
前
に
は
、
約
８

０
％
で
す
が
、
以
後
、
低
下
し
始

め
１
９
７
５
年
に
は
５
０
％
近
く

ま
で
低
下
し
ま
す
（
図
６
）
。
１

９
７
５
年
に
は
、
一
気
に
３
８
％

に
低
下
し
ま
す
。
こ
の
急
激
な
低

下
は
１
９
６
３
年
に
完
成
し
て
い

た
下
流
の
常
陸
川
水
門
が
、
１
９

７
５
年
か
ら
逆
流
を
許
さ
な
い
完

全
操
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
遡

上
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
、
考
え
ら
れ
ま
す
。
利
根

川
水
系
の
比
率
は
１
９
８
５
年
に

一
時
回
復
し
、
１
９
９
２
年
頃
ま

で
、
や
や
高
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
に
つ
て
は
、
推
測
の
域

を
で
ま
せ
ん
が
、
常
陸
川
水
門
改

修
工
事
（
１
９
８
６
～
９
３
）
の

影
響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
最
近
で
は
、
こ
の
比
率
は
、

全
国
の
３
０
～
５
０
％
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な
状
況

を
勘
案
し
て
、
利
根
川
水
系
の
比

率
を
マ
ク
ロ
に
み
る
と
、
図
中
の

Ｓ
字
曲
線
で
近
似
で
き
ま
す
。
近

似
曲
線
か
ら
常
陸
川
水
門
建
設
工

事
前
に
は
、
こ
の
比
率
が
９
０
％

程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

利
根
川
へ
の
来
遊
が
水
門
建
設
に

よ
っ
て
半
減
し
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
原
因
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
解

明
は
今
後
の
課
題
で
す
が
、
２
つ

の
水
門
建
設
と
そ
れ
に
と
も
な
う

水
資
源
管
理
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

▼
ウ
ナ
ギ

ウ
ナ
ギ
の
比
率
は
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
の
１
／
３
程
度
で
す
が
、
全
体

的
な
傾
向
は
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
と

同
傾
向
で
変
化
し
て
い
ま
す
が
、

シ
ラ
ス
よ
り
５
～
１
０
年
お
く
れ

て
減
衰
が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
に
比
べ
る
と
変
動

幅
が
小
さ
い
の
も
特
徴
で
す
。
１

９
７
０
年
以
前
に
は
約
３
０
％
で

す
が
、
以
後
、
減
衰
し
１
９
８
０

年
以
降
は
、
約
１
５
％
で
推
移
し

て
い
ま
す
。
こ
の
比
率
を
１
９
７

０
以
前
に
比
較
す
る
と
概
ね
１
／

２
な
の
で
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
場

合
と
同
じ
比
率
で
低
下
し
て
い
ま

す
。
全
国
に
占
め
る
各
県
の
比
率

で
茨
城
と
並
び
１
０
％
程
度
の
高

率
を
し
め
す
の
は
、
愛
媛
、
大
分
、

青
森
の
三
県
（
後
述
表
２
）
で
す
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
い
の
は
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
で

は
、
８
０
％
あ
っ
た
こ
の
比
率
が
、

ウ
ナ
ギ
で
１
／
３
の
３
０
％
に
低

下
す
る
の
は
な
ぜ
か
？
と
い
う
問

題
で
す
。
も
し
、
利
根
川
水
系
と

そ
の
他
の
水
系
で
魚
獲
率
が
同
程

度
で
あ
れ
ば
、
利
根
川
の
ウ
ナ
ギ

の
比
率
も
８
０
％
に
な
る
は
ず
で

す
。
３
０
％
に
な
る
の
は
、
利
根

川
水
系
の
方
が
漁
獲
さ
れ
に
く
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

②

産
卵
回
遊
が
活
発
だ
っ

た
霞
ヶ
浦

霞
ヶ
浦
～
利
根
川
水
系
で
、
ウ
ナ

ギ
の
成
長
が
速
あ
く
、
よ
り
短
期

間
で
産
卵
に
参
加
で
き
る
と
考
え

る
と
、
そ
の
こ
と
で
漁
獲
期
間
が

短
く
な
り
漁
獲
率
は
下
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
常
陸
川
水
門
が
完

全
操
作
さ
れ
る
ま
で
の
時
代
に
は
、

秋
に
な
る
と
霞
ヶ
浦
か
ら
親
魚
が

大
挙
し
て
降
り
常
陸
利
根
川
の
色

が
変
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の

産
卵
回
遊
参
加
が
、
他
の
水
域
よ

り
も
活
発
で
あ
る
た
め
に
漁
獲
さ

れ
る
期
間
が
短
く
、
そ
の
こ
と
が

他
水
域
よ
り
も
漁
獲
率
が
低
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
霞
ヶ
浦
は
富
栄
養
湖
で
ウ
ナ

ギ
の
栄
養
に
優
れ
て
い
ま
す
。
ウ

ナ
ギ
が
約
半
年
を
か
け
て
産
卵
場

の
マ
リ
ア
ナ
西
方
海
域
ま
で
旅
を

し
、
且
つ
成
熟
産
卵
を
達
成
す
る

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
蓄
積
と
そ
の

代
謝
を
司
る
栄
養
条
件
を
満
た
す

優
れ
た
環
境
が
霞
ヶ
浦
に
存
在
し

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
常
陸
利
根
川
で
は
、
春
先
に

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を
、
秋
に
は
降
り

ウ
ナ
ギ
を
漁
獲
し
ま
す
が
、
こ
の

他
に
、
夏
季
に
下
流
か
ら
霞
ヶ
浦

に
遡
上
す
る
大
型
の
ウ
ナ
ギ
を
対

象
に
す
る
漁
業
が
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
産
卵
回
遊
の
準
備
に
下
流

か
ら
栄
養
補
給
を
も
と
め
て
霞
ヶ

浦
に
遡
上
す
る
群
れ
が
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
証
言
で
す
。
栄
養
条

件
が
、
産
卵
回
遊
で
き
な
い
原
因

で
は
な
い
か
と
す
る
説
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
盛
ん
に
研
究
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
、
脂
肪
不
足
、
有
害

物
質
の
蓄
積
、
寄
生
虫
等
様
々
で

す
が
、
最
近
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
を
指

摘
す
る
論
文
も
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
（L

E
N

A
R

T
 B

A
L

K
 2

0
1
7

）
。

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
資
源
が
霞
ヶ
浦
と
い
う

特
定
の
水
域
に
影
響
を
受
け
る
と
い
う
本
仮

説
は
、
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に

約
５
０
年
に
お
よ
ぶ
シ
ラ
ス
漁
獲
変
動
が
、

霞
ヶ
浦
か
ら
眺
め
る
と
、
「
な
る
程
」
と
頷

け
る
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。
な
に
よ
り
も
図

３
の
親
子
関
係
は
、
こ
の
仮
説
を
決
定
的
な

も
の
と
し
て
い
ま
す
。
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な
ぜ
、
霞
ヶ
浦
？図 ６ 全 国 の 漁 獲 量 に 占 め る 利 根 川 水 系 の 比 率
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（
６
）
シ
ラ
ス
大
不
漁
の
原
因

を
考
え
る

①
利
根
川
水
系

漁
獲
変
動
パ
タ
ー
ン
か
ら

１
９
９
９
年
以
降(

第
６
期)

、

漁
獲
変
動
傾
向
が
長
期
き
に
わ

た
っ
て
Ｓ
字
曲
線
に
し
た
が
っ

て
減
少
し
て
い
ま
す
。
１
９
９

９
年
以
降
の
変
動
を
切
り
取
っ

て
再
作
図
し
た
も
の
が
後
述
す

る
図
９
で
す
。
こ
の
期
間
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
１
９
９
６
年

の
霞
ヶ
浦
開
発
事
業
の
完
成
と

そ
れ
に
と
も
な
う
水
資
源
管
理

開
始
以
降
に
相
当
し
ま
す
。
１

９
９
６
年
以
前
に
も
常
陸
川
水

門
建
設
や
管
理
は
産
卵
回
遊
に

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
水
資
源
管
理
開
始
に
よ
っ

て
常
陸
川
水
門
に
よ
る
水
資
源

管
理
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ
の
湖
内
へ
の
遡
上
と

産
卵
回
遊
の
た
め
の
降
海
が
一

層
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１
９
９
９
年
以
降
の
１
８
年

間
の
シ
ラ
ス
漁
獲
量
を
図
９
に

図
示
し
ま
し
た
。
図
中
に
示
し

た
よ
う
に
、
そ
の
変
動
は
Ｓ
字

曲
線
で
近
似
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
傾
向
が

継
続
す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
図

中
に
記
入
し
た
記
載
し
た
近
似

曲
線
（
ロ
ジ
ス
テ
イ
ッ
ク
曲

線
）
か
ら
利
根
川
水
系
起
源
の

シ
ラ
ス
漁
獲
量
を
推
定
で
き
ま

す
。
こ
れ
よ
り
予
測
し
た
今
年

の
シ
ラ
ス
漁
獲
量
は
、1.0

㌧

と
、
ま
た
、
２
０
２
０
、
２
０

２
５
年
お
よ
び
２
０
３
０
年
の

シ
ラ
ス
漁
獲
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ

0.68

㌧
，0.28

㌧
お
よ
び0.0

8

㌧
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
１
０
年
後
に
は
利
根

川
水
系
か
ら
の
仔
魚
の
供
給
が

略
な
く
な
る
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ
の
体
組
成
か
ら

霞
ヶ
浦
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

産
卵
寄
与
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
体
組
成
か
ら
今
後
の
予
想
が

可
能
で
す
。
図
７
に
最
近
の
ウ

ナ
ギ
の
体
組
成
を
図
示
し
ま
し

た
。
現
在
、
霞
ヶ
浦
で
捕
獲
し

た
ウ
ナ
ギ
の
大
き
さ
は
、
最
小

65

ｇ
、
最
大1450
ｇ
で15

0

～

400

ｇ
の
個
体
が
主
体
を
占
め

て
い
ま
し
た
。750

ｇ
以
上
の

個
体
が
少
な
い
の
は
産
卵
に
参

加
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

550

ｇ
以
下
の
組
成
を
み
る
と

５
～
８
年
級
が
存
在
す
る
よ
う

で
す
。
。
し
か
し
、50

ｇ
以
下

の
個
体
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
５
～
８
年
後
に
は
霞
ヶ

浦
か
ら
の
産
卵
参
加
が
な
く
な

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

と
な
る
と
、
こ
こ
で
も
同
じ
よ

う
に
、
利
根
川
水
系
起
源
の
シ

ラ
ス
漁
獲
量
は
７
～
１
０
年
で

枯
渇
す
る
こ
と
に
な
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
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図７ 霞ヶ浦におけるウナギの体重組成 (測定 2 0 1 5 )

②
そ
の
他
水
域

ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
と
シ
ラ
ス
漁
獲
量

の
関
係

前
述
の
図
３
で
利
根
川
水
系

を
除
く
そ
の
他
の
水
域
の
ウ
ナ

ギ
漁
獲
量
と
２
年
後
の
シ
ラ
ス

漁
獲
量
の
間
に
は
明
瞭
な
相
関

関
係
は
、
認
め
ら
れ
な
い
と
述

べ
ま
し
た
。
し
か
し
、
図
３
を

詳
細
に
み
る
と
他
水
域
の
ウ
ナ

ギ
漁
獲
量
と
２
年
後
シ
ラ
ス
漁

獲
量
の
間
に
正
の
相
関
関
係
が

見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で

図
３
の
他
水
域
の
１
９
９
９
年

以
降
に
つ
て
両
者
の
関
係
を
図

示
し
た
の
が
図
８(

左)

で
す
。

利
根
川
水
系
を
除
く
そ
の
他
の

水
域
の
ウ
ナ
ギ
と
２
年
後
シ
ラ

ス
漁
獲
量
の
間
に
正
の
相
関
関

係
が
見
ら
れ
ま
す
。
利
根
川
水

系
の
資
源
量
が
大
き
い
場
合
に

は
把
握
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

利
根
川
水
系
の
寄
与
が
低
下
し

て
き
た
こ
と
で
顕
在
化
し
て
き

ま
し
た
。
シ
ラ
ス
漁
獲
量
と
ウ

ナ
ギ
漁
獲
量
の
関
係
は
図
８

(

左)

中
に
示
し
た
直
線
で
近
似

で
き
ま
す
が
、
横
軸
の
値
が
ゼ

ロ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
縦
軸
Ｙ
（
シ
ラ
ス
漁
獲
量
）

は
ゼ
ロ
と
な
る
の
で
、
こ
の
式

の
定
数0

.7
7

を
無
視
し
て
議
論

を
進
め
ま
す
。

y = 0.018x + 0.77
R² = 0.87
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図８(左) 他水域のウナギ漁獲量
と２年後シラス漁獲量の関係 図８(右) 他水域のウナギ漁獲量



１
９
９
９
年
以
降
の

ウ
ナ
ギ
漁
獲
変
動

一
方
、
そ
の
他
水
域
の

ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
は
２
０
０

５
年
頃
か
ら
急
激
に
減
少

し
始
め
て
お
り
、
そ
の
こ

と
が
シ
ラ
ス
資
源
に
影
響

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
り

ま
す
（
図
８
右
）
。
上
記

の
そ
の
他
水
域
に
お
け
る

シ
ラ
ス
と
ウ
ナ
ギ
の
変
動

傾
向
が
持
続
す
る
も
の
と

仮
定
す
る
と
そ
の
他
水
域

か
ら
供
給
さ
れ
る
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
漁
獲
は
、
図
８

(

右)

お
よ
び
９
の
近
似
式

か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
両
者
の
関
係
は

図
９
中
に
記
載
し
た
と
お

0

5

10

15

20

1990 2000 2010 2020 2030 2040

シ
ラ
ス
漁
獲
量
（
㌧
）

全国 ｙ＝18.3 /(1＋exp(0.22ｔ-1.36）＋4.9/ (1＋exp(0.50
ｔ- 1.64)) 利根川水系依存項 その他水域依存項

利根川水系

り
で
す
。
図
中
の
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
を
示
す
近

似
式
か
ら
推
定
し
た
２
０

１
８
年
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

漁
獲
量
は1

.0
3

㌧
で
す
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
お
よ

び
２
０
３
０
年
の
シ
ラ
ス

ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
は
、
そ
れ

ぞ
れ0

.2
3

お
よ
び0

.0
8

㌧

と
な
り
ま
す
。
図
９
か
ら

読
み
と
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
の
他
の
水
域

の
寄
与
率
は
２
０
１
０
年

以
降
、
極
め
て
小
さ
い
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
原
因
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
図
３
で
見

た
よ
う
に
そ
の
他
の
水
域

の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
と
２
年
後

シ
ラ
ス
漁
獲
量
の
関
係
を

示
す
直
線
の
勾
配
が
小
さ

い
こ
と
、
第
２
に
図
８
で

見
た
よ
う
に
そ
の
他
の
水

域
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
の
減

衰
が
急
激
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

以
上
、
１
９
９
９
年
以

降
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
と
ウ

ナ
ギ
漁
獲
量
の
変
動
傾
向

を
中
心
に
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

の
将
来
を
予
測
し
ま
し
た

が
今
後
１
０
年
後
に
は
シ

ラ
ス
男
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量

が
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
程

度
に
ま
で
減
少
し
、
壊
滅

状
態
に
な
る
も
の
と
予
測

さ
れ
ま
し
た
。

図９ シラスウナギ漁獲量の予測

①

資
源
減
少
に
関
す
る
仮
説

仮
説
の
内
容

本
種
の
資
源
減
少
の
原
因
と
し
て

従
来
「
乱
獲
」
、
「
河
川
環
境
の
破

壊
」
お
よ
び
「
海
洋
構
造
の
シ
フ

ト
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
検
討
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

私
た
ち
は
、
足
も
と
の
霞
ヶ
浦
か
ら

検
討
を
初
め
、
１
９
６
０
年
か
ら
始

ま
る
資
源
減
少
に
７
回
の
変
極
点
が

存
在
し
、
そ
の
す
べ
て
が
霞
ヶ
浦
お

よ
び
利
根
川
下
流
部
の
河
川
事
業
に

関
係
し
て
い
る
も
の
と
推
察
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
私
た
ち

は
、
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
減
少
は
常

陸
川
水
門
の
建
設
管
理
お
よ
び
水
資

源
管
理
よ
る
」
と
の
新
し
い
仮
説
を

提
唱
し
ま
す
。

仮
説
の
有
効
性
の
検
証

こ
の
仮
説
を
検
証
す
る
た
め
に
は
、

次
の
３
項
が
必
要
で
す
。

そ
の
壱

常
陸
川
水
門
が
、

こ
の
水
門
と
関
係
の
な
い
水

域
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
に
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と

そ
の
弐

利
根
川
水
系
の
親

魚
と
全
国
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

間
に
親
子
関
係
が
成
立
す
る

こ
と

そ
の
参

そ
の
他
の
水
系
の

親
魚
の
全
国
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

へ
の
影
響
が
小
さ
い
こ
と

（７） ニホンウナギ減少に関する新しい仮説



常
陸
川
水
門
の
他
水
域
の
ウ

ナ
ギ
へ
の
影
響

常
陸
川
水
門
が
、
霞
ヶ
浦
や

利
根
川
の
ウ
ナ
ギ
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

霞
ヶ
浦
で
は
ウ
ナ
ギ
は
い
な
く

な
る
と
し
て
漁
業
補
償
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

水
門
か
ら
離
れ
た
水
域
の
ウ
ナ

ギ
に
も
影
響
が
及
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
々
の
河
川
を
取
り
上
げ
る

方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
河
川
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
が
あ
り
、
そ
の
影
響
も
勘
案

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
列
島
に
到
達
し
た
仔
魚
が
Ａ

河
川
に
遡
上
で
き
な
い
場
合
に

は
、
Ｂ
、
Ｃ
あ
る
い
は
Ｄ
河
川

に
遡
上
す
る
か
も
し
れ
な
い
と

考
え
る
と
個
々
の
河
川
を
取
り

上
げ
る
よ
り
は
、
利
根
川
水
系

を
除
く
そ
の
他
河
川
湖
沼
の
合

計
値
を
取
り
あ
え
る
方
が
精
度

は
高
ま
る
は
ず
で
す
。
こ
う
し

た
考
え
に
基
づ
き
、
利
根
川
水

系
を
除
く
全
国
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲

量
総
量
の
変
動
を
霞
ヶ
浦
開
発

と
の
関
係
で
検
証
し
た
結
果
が

図
１
０
で
す
。

漁
獲
量
は
１
９
７
０
、
１
９

８
３
お
よ
び
２
０
０
４
年
の
３

カ
所
で
激
減
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
の
３
カ
所
の

７
ま
た
は
８
年
前
の
１
９
６
３
，

７
０
お
よ
び
９
６
年
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
常
陸
川
水
門
完
成
、
同

水
門
完
全
操
作
開
始
お
よ
び

霞
ヶ
浦
開
発
完
了
・
水
資
源
管

理
開
始
の
年
で
す
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
霞
ヶ
浦

下
流
の
常
陸
川
水
門
が
全
国
の

他
の
水
域
の
ウ
ナ
ギ
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
す
。

親
子
関
係

利
根
川
水
系
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲

量
と
同
水
系
の
親
魚
の
、
全
国

の
シ
ラ
ス
漁
獲
量
を
仔
魚
資
源

の
指
標
と
し
て
両
者
の
関
係
を

図
示
し
た
の
が
図
１
１
で
す
。

図
中
、
デ
ー
タ
は
１
９
５
９

～
１
９
７
０
年
と
１
９
７
１
～

２
０
１
１
年
に
分
け
て
図
示
し

ま
し
た
。
１
９
５
９
～
７
０

年
は
常
陸
利
根
川
お
よ
び

利
根
川
河
口
堰
工
事

期
間
中
だ
か
ら

で
す
。
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図１０ 利根川水系を除く全国のウナギ漁獲量
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総漁獲量の関係
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こ
の
期
間
の
漁
獲
量
は
、

シ
ラ
ス
お
よ
び
ウ
ナ
ギ
共
に
、

高
値
を
示
し
ま
す
が
、
両
者

の
間
に
は
相
関
関
係
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
工
事
の
内
容

が
、
漁
獲
量
に
影
響
を
与
え

た
こ
と
が
伺
え
ま
る
が
、
特

に
ウ
ナ
ギ
漁
獲
が
８
０
０
㌧

を
越
え
た
１
９
６
７
～
６
９

年
の
輪
年
の
シ
ラ
ス
漁
獲
量

が
近
似
曲
線
下
方
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、

利
根
川
河
口
堰
工
事
の
後
半

の
３
年
間
で
そ
の
影
響
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
工
事
完
了
後
か

ら
２
０
１
１
年
ま
で
の
４
０

年
間
の
両
者
の
関
係
は
、
図

中
の
Ｓ
字
曲
線
（
ロ
ジ
ス
テ

イ
ッ
ク
曲
線
）
で
高
い
確
率

で
再
現
で
き
ま
す
。
す
な
わ

ち
利
根
川
水
系
の
親
魚
と
日

本
全
国
の
仔
魚
と
の
間
に
親

子
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
利
根
川
水
系
を
除
く

全
国
の
親
魚
と
仔
魚
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
図

３(

右)

の
と
お
り
で
す
。



(
ｂ)
ウ
ナ
ギ
の
生
き
残
り
戦
略

利
根
川
へ
の
集
中
遡
上

常
陸
川
水
門
完
成
前
の
１
９

６
３
年
以
前
に
は
、
全
国
の
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
総
漁
獲
量
の
約
８

０
％
が
利
根
川
で
漁
獲
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
日
本
列
島
に
移
送

さ
れ
て
く
る
仔
魚
の
殆
ど
が
利

根
川
へ
集
中
遡
上
し
て
い
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
週
遡
上

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
も
一
つ
の

課
題
で
す
が
、
こ
の
点
に
つ
て

も
若
干
説
明
し
て
お
き
ま
す
。

順位 県名
漁獲量㌧ 比率%

全国 3180 100.0 

1 茨城 441 13.9 

2 愛媛 331 10.4 

3 大分 329 10.3 

4 青森 327 10.3 

5 福岡 244 7.7 

6 高知 241 7.6 

7 岡山 157 4.9 

8 岐阜 133 4.2 

9 島根 125 3.9 

10 熊本 109 3.4 

表２ ２００３～２０１１年間の県別ウナギ漁獲量

こ
の
こ
と
が
利
根
川
水
系
へ

の
集
中
遡
上
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
重
要
点
な
点
は
、
レ

プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
が
黒
潮
の

中
で
成
長
し
、
黒
潮
終
点
で

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
期
を
迎
え
る

と
い
う
戦
略
を
１
億
年
と
い

う
地
球
規
模
の
時
間
ス
ケ
ー

ル
の
中
で
獲
得
し
た
と
考
え

ら
れ
る
点
で
す
。

全
国
の
最
近
１
４
年
間
の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
の
県
別
順
を

見
る
と
茨
城
県
を
ト
ッ
プ
に
黒
潮
流
路
の
豊
後
水
道
縁

辺
部
の
大
分
、
愛
媛
に
続
い
て
青
森
県
が
そ
れ
に
劣
ら

ぬ
比
率
で
第
３
位
の
行
為
を
占
め
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、

青
森
な
の
か
？

茨
城
県
と
の
共
通
点
は
、
海
流
の
終

着
駅
で
あ
る
点
で
す
。
黒
潮
の
終
点
が
利
根
川
沖
、
日

本
海
側
へ
分
派
し
た
対
馬
暖
流
と
津
軽
暖
流
の
そ
れ
が
、

青
森
県
付
近
で
す
。
そ
の
他
、
表
２
上
位
は
、
い
ず
れ

も
黒
潮
流
路
縁
辺
に
あ
り
、
地
形
的
に
黒
潮
の
流
れ
を

撹
乱
す
る
地
形
の
近
傍
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
マ
リ

ア
ナ
西
方
海
域
で
産
卵
、
北
赤
道
海
流
に
乗
っ
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
沖
へ
。
こ
こ
で
仔
魚
の
一
部
が
付
近
に
分
散
、

そ
の
他
が
黒
潮
に
乗
り
替
え
、

北
上
、
九
州
南
方
海
域
で
日
本

海
へ
分
流
、
黒
潮
主
流
は
日
本

列
島
南
岸
沿
い
に
北
上
し
終
点

の
鹿
島
灘
に
到
着
、
房
総
半
島

の
突
出
し
た
地
形
の
影
響
を
受

け
て
黒
潮
の
一
部
が
暖
水
舌
等

の
水
塊
と
な
っ
て
利
根
川
沖
に

取
り
込
ま
れ
ま
す
。
同
時
に
仔

魚
も
鹿
島
灘
海
域
に
と
り
こ
ま

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
黒
潮
終

点
ま
で
の
仔
魚
の
分
散
箇
所
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
、
九
州
南
端
沖

の
２
カ
所
、
そ
の
他
日
本
列
島

の
地
形
に
よ
る
黒
潮
撹
乱
発
生

の
大
分
県
沖
、
高
知
県
両
端
の

半
島
、
紀
伊
半
島
お
よ
び
伊
豆

半
島
通
過
後
の
水
域
と
な
り
ま

す
。
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生
育
の
場
と
し
て
の

霞
ヶ
浦

ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
減
少
の
原

因
が
霞
ヶ
浦
を
中
心
と
す
る

利
根
川
下
流
域
の
開
発
事
業

に
あ
る
と
す
る
仮
説
は
、
上

記
の
検
討
結
果
等
か
ら
有
効

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

図
１
１
の
親
魚
と
稚
魚
の
関

係
を
示
す
曲
線
は
、
利
根
川

河
口
堰
完
成
後
の
１
９
７
１

年
以
降
、
親
魚
と
仔
稚
魚
間

に
極
め
安
定
し
た
関
係
が
成

り
立
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１

９
５
９
～
１
９
７
０
年
の
水

門
建
設
工
事
期
間
中
に
こ
の

関
係
が
撹
乱
さ
れ
て
い
た
こ

と
も
、
こ
の
仮
説
の
有
効
性

を
支
持
し
て
い
ま
す
。

親
子
関
係
が
、
安
定
し
た

Ｓ
字
曲
線
（
ロ
ジ
ス
テ
イ
ッ

ク
曲
線
）
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
適

応
戦
略
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
推
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

一
般
に
生
き
残
り
戦
略
と

し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ

は
、
多
産
で
高
い
増
殖
率
を

有
し
、
新
し
い
場
所
へ
進
出

し
比
較
的
低
密
度
で
分
布
す

る
グ
ル
ー
プ
、
他
は
少
数
で

も
確
実
に
子
孫
を
残
し
安
定

し
た
生
活
空
間
で
高
密
度
を

維
持
し
生
き
残
り
を
図
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。
前
者
は
ｒ
戦

略
者
と
よ
ば
れ
親
子
関
係
は

中
高
の
方
物
線
状
の
曲
線
を

示
す
と
さ
れ
ま
す
。
一
方
、

後
者
は
Ｋ
戦
略
者
と
呼
ば
れ

親
子
関
係
は
、
ロ
ジ
ス
テ

イ
ッ
ク
曲
線
を
示
す
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
・
ウ
ィ
イ
ル
ソ
ン
の
説

（
沼
田
真
：
生
態
学
特
本.

東
洋
経
済
新
聞
社
）
に
し
た

が
え
ば
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

は
、
Ｋ
戦
略
者
に
該
当
し
ま

す
。
マ
リ
ア
ナ
西
方
海
域
に

安
定
し
た
産
卵
場
を
、
そ
し

て
黒
潮
の
中
に
仔
魚
生
育
の

場
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
霞
ヶ
浦
に
成
熟
ま
で
の
生

育
の
場
を
求
め
た
種
で
す
。

約
３
０
０
０
年
頃
ま
で
の
古

霞
ヶ
浦
は
、
現
在
の
数
倍
の

湖
面
積
を
有
し
、
上
流
の
群

馬
県
栗
橋
付
近
で
は
古
東
京

湾
と
つ
な
が
る
広
大
な
内
湾

で
し
た
。
縄
文
海
進
時
代
の

霞
ヶ
浦
沿
岸
の
貝
塚
か
ら
の

魚
類
の
骨
で
は
、
ク
ロ
ダ
イ

に
続
い
て
２
番
目
に
ウ
ナ
ギ

が
多
い
と
い
い
ま
す
。
海
退

後
か
ら
江
戸
時
代
を
迎
え
る

ま
で
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、

な
お
、
広
大
な
内
湾
な
い
し

汽
水
湖
で
安
定
し
た
生
活
の

場
で
あ
っ
た
の
で
す
。

１
９
１
１
以
降
の
霞
ヶ
浦

の
ウ
ナ
ギ
漁
獲
量
の
最
大
値

は
１
９
６
１
年
の
４
６
４
㌧

で
す
か
ら
、
好
適
環
境
は
常

陸
川
水
門
着
工
の
頃
ま
で
続

い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
種
は
、

産
卵
場
を
マ
リ
ア
ナ
西
方
回

帰
に
、
仔
後
生
育
の
場
を
黒

潮
内
に
、
稚
魚
～
成
魚
生
育

の
場
を
霞
ヶ
浦
に
求
め
た
種

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

１
億
年
の
本
種
の
生
き
残
り

条
件
は
、
上
記
の
産
卵
場
、

仔
魚
生
育
の
場
お
よ
び
そ
の

後
の
生
育
の
場
で
あ
る
霞
ヶ

浦
の
自
然
が
保
全
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
の
一
環

を
な
す
欠
生
育
の
場
で
あ
る

霞
ヶ
浦
の
自
然
が
、
水
資
源

開
発
事
業
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
た
こ
と
が
、
現
在
の
本
種

の
危
機
の
原
因
と
推
察
さ
れ

る
の
で
す
。

一
般
に
ｒ
戦
略
者
で
は
絶

滅
点
の
密
度
は
極
め
て
低
く
、

個
体
数
が
少
な
く
な
っ
た
場

合
で
も
、
回
復
可
能
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
Ｋ
戦
略
者
で

は
、
安
定
し
た
平
衡
密
度
を

維
持
さ
れ
る
が
、
環
境
条
件

等
に
よ
っ
て
個
体
密
度
が
減

少
す
る
と
回
復
力
が
弱
く
し

ば
し
ば
絶
滅
に
瀕
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（
サ

ウ
ス
ウ
ッ
ド1

9
7

4

、
前
述

沼
田
か
ら
）
。
ま
さ
に
ニ
ホ

ン
ウ
ナ
ギ
の
減
現
状
で
す
。
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③
保
全
に
向
け
て

以
上
の
検
討
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
今
年
の
シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ
の
不
漁
は
、
今
年
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
構
造
的
な
現
象
で
あ
り
種
絶
滅
の
危
機
の
赤

信
号
と
云
え
ま
す
。
絶
滅
は
目
前
に
迫
っ
て
い
ま

す
。
本
種
の
減
少
原
因
は
、
「
乱
獲
」
、
「
海
洋

構
造
」
、
「
河
川
環
境
」
の
３
要
因
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
複
合
作
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

こ
こ
で
提
唱
し
た
仮
説
は
特
定
の
地
域
の
開
発
事

業
を
原
因
と
す
る
現
実
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
仮

説
が
有
力
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
研
究
の
た
め
の
作
業
仮
説
と
し
て
機

能
し
、
そ
こ
か
ら
有
効
な
対
策
を
導
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。
長
期
的
対
策
と
し
て
は
、
霞
ヶ
浦
対
策

事
業
の
見
直
し
と
利
根
川
下
流
部
の
自
然
再
生
が

最
大
の
も
の
で
す
が
、
い
ま
、
す
ぐ
で
き
る
対
策

と
し
て
は
以
下
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
対
策
案
１
）

仔
魚
の
遡
上
対
策

常
陸
川
水
門
の
短
期
短
時
間
操
作
、
組
み
上
げ
放

流
、
既
設
魚
道
の
改
良
、
可
動
ウ
ナ
ギ
魚
道
の
設

置
等

（
対
策
案
２
）

産
卵
回
遊
期
の
促
進
の
た
め
の
水
門
管
理

産
卵
回
遊
期
で
あ
る
９
～
１
０
月
の
親
魚
か
降
海

を
促
す
水
門
操
作
で
す
。

(

対
策
案
３
）

霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
見
直
し

利
根
川
の
流
量
や
霞
ヶ
浦
の
水
位
が
、
本
種
の
遡

上
や
航
海
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
利
根
川
か
ら
の
毎
秒
２
５
立
方
メ
ー
ト
ル

の
取
水
や
水
利
用
に
と
も
な
う
霞
ヶ
浦
の
水
位
変

動
は
決
定
的
な
打
撃
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

の
で
見
直
し
が
必
要
で
す
。

台
湾
で

タ
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
て
き
ま
し
た

文
・
菊
地
章
雄

２
０
１
６
年
の
冬
、
台
湾
へ
行
っ
た
の
は
２
度
目
だ
。
今
回
は

台
北
と
台
南
へ
２
泊
ず
つ
し
て
、
主
に
工
場
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
て
文
化
の
拠
点
に
し
て
い
る
場
所
を
見
て
き
た
。

台
南
、
最
初
の
夜
。
い
つ
も
は
屋
台
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
た

が
、
た
ま
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
と
思
い
、
台
南
の
料
理
が
食
べ
れ

る
と
い
う
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
た
。
気
に
な
っ
た
の
は
タ
ウ
ナ
ギ

の
炒
め
物
。
ど
ん
な
も
の
か
と
思
い
頼
ん
で
み
た
が
、
こ
れ
は
こ

れ
で
美
味
し
く
、
身
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
食
べ
応
え
が
あ
る
。

勇
気
が
な
い
僕
は
、
恐
る
恐
る
食
べ
た
が
美
味
し
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

日
本
で
は
あ
ま
り
食
さ
な
い
が
、

台
湾
で
は
よ
く
食
べ
る
と
い
う
。
タ

ウ
ナ
ギ
目
タ
ウ
ナ
ギ
科
の
淡
水
魚
で

ウ
ナ
ギ
の
仲
間
で
は
な
い
ら
し
い
。

あ
と
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
調
べ
て
い
る
と
石

神
井
公
園
で
も
釣
れ
る
ら
し
い
。

近
畿
大
学
が
土
用
の
丑
の
日
に
は

ナ
マ
ズ
と
言
っ
て
い
た
が
、
タ
ウ
ナ

ギ
で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

台南で食べたタウナギの炒め物

タウナギ＠かすみがうら水族館

台南のスーパーで売られるタウナギ



あ
と
が
き

本
稿
連
載
の
最
終
回
は
、
丁
度
、
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
大
不
漁
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
る
最
中
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
述
べ
た
部
分
と
重
複
す
る
部
分
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
内
容
を
一
つ
の
流

れ
と
し
て
取
り
上
げ
た
方
が
分
か
り
や

す
く
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

結
論
は
、
い
ま
の
シ
ラ
ス
大
不
漁
が
今

年
の
特
異
現
象
で
は
な
く
構
造
的
で
、

し
か
も
本
種
の
絶
滅
が
目
前
に
迫
っ
て

い
る
と
す
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
そ

の
原
因
が
霞
ヶ
浦
に
あ
る
と
い
う
結
論

は
、
霞
ヶ
浦
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

い
る
私
た
ち
で
な
く
て
は
出
来
な
い
仕

事
で
す
。
本
稿
の
７
の
「
ニ
ホ
ン
ウ
ナ

ギ
減
少
に
関
す
る
新
し
い
仮
説
の
提

唱
」
の
部
分
は
、
問
題
の
重
大
さ
を
勘

案
し
、
簡
潔
に
ま
と
め
複
数
の
学
術
誌

に
投
稿
し
て
き
ま
し
た
が
掲
載
を
拒
否

さ
れ
ま
し
た
。
当
初
か
ら
学
術
誌
等
に

は
受
理
さ
れ
難
い
と
見
て
、
体
裁
に
配

慮
し
つ
つ
投
稿
し
て
き
ま
し
た
が
、
６

回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
て
が
掲
載
不
可
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。
査
読
者
の
な
か
に

は
、
仮
に
こ
の
仮
説
が
間
違
っ
て
い
た

と
し
て
も
掲
載
に
価
す
る
と
の
好
意
的

コ
メ
ン
ト
も
一
例
あ
り
ま
し
た
が
、
殆

ど
は
学
術
論
文
の
水
準
に
達
し
て
い
な

い
と
の
理
由
で
し
た
。
ま
た
、
ニ
ホ
ン

ウ
ナ
ギ
の
減
少
原
因
は
も
っ
と
複
雑
で
、

こ
の
仮
説
の
よ
う
な
簡
単
な
も
の
で
は

な
い
、
あ
る
は
、
原
因
は
「
乱
獲
」
、

「
海
洋
構
造
」
、
「
河
川
環
境
改
変
」

が
複
合
的
に
作
用
し
て
い
る
も
の
で
特

定
の
開
発
で
は
な
い
等
の
意
見
も
戴
き

ま
し
た
。

投
稿
履
歴
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

最
初
の
投
稿
か
ら
４
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
て
学
術
誌
へ
の
掲
載
が
先
か
、

ウ
ナ
ギ
の
絶
滅
が
先
か
と
懸
念
さ
れ
る

状
況
で
す
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
今
回
、

私
た
ち
の
研
究
成
果
を
本
紙
に
掲
載
し
、

広
く
議
論
を
戴
き
た
い
と
思
い
、
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
御
要
望
が
あ
れ

ば
、
何
れ
も
提
供
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
紙
連
載
の
内
容
、
口
頭
発

表
の
レ
ジ
メ
等
は
、
以
下
の
と
お
り
で

す
。
広
報
紙
「
海
夫
通
信
」
は
当
ア
カ

デ
ミ
ー
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
霞
ヶ
浦
ア
カ
デ
ミ
ー
広
報
紙
「
海
夫

通
信
」
連
載

ウ
ナ
ギ
を
め
ぐ
る
冒
険

１

霞
ヶ
浦
の
ウ
ナ
ギ
を
再
項
す
る

海
夫
通
信
１
４

2
0
1
3
.5

２

漁
獲
量
、
利
根
川
と
全
国
の
関
係

海
夫
通
信
１
５

2
0
1
3
.9

３

霞

ヶ

浦

開

発

と

ウ

ナ

ギ

海
夫
通
信
１
６

2
0
1
4
.2

４

減

少

原

因

仮

説

海
夫
通
信
１
７

2
0
1
4
.6

５

仮

説

の

検

証

海
夫
通
信
１
８

2
0
1
4
.1

0

６

乱

獲

問

題

海
夫
通
信
１
９

2
0
1
5
.2

７

Ｓ
３
６
年
の
ウ
ナ
ギ
豊
漁
に
不
思

議

海
夫
通
信
２
０

2
0
1
5
.

６

８

同

上

下

海
夫
通
信
２
１

2
0
1
5
.

１
０

●
霞
ヶ
浦
か
ら
の
報
告

第
２
９
回
水

郷
水
都
全
国
会
議
・
霞
ヶ
浦
大
会
資
料

2
0
1
3
.1

0
.

●
ウ
ナ
ギ
は
、
な
ぜ
、
減
っ
た
の
か

研
究
発
表
要
旨

霞
ヶ
浦
研
究
会
報1

7
2
0
1
4
.

●
霞
ヶ
浦
が
ウ
ナ
ギ
を
救
う

ウ
ナ
ギ

が
生
き
る
川
を
取
り
戻
す
シ
ン
ポ
レ
ジ

メ
、2

0
1
5
.9

利
根
川
流
域
市
民
委
員
会

以
上
で
、
本
稿
の
連
載
を
終
了
い
た

し
ま
す
が
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
研
究
と

資
源
再
生
へ
の
取
り
組
み
は
継
続
い
た

し
ま
す
。
本
研
究
は
、2

0
1
2

年
に
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ご
協
力
戴

い
た
霞
ヶ
浦
、
北
浦
、
潮
来
お
よ
び
常

陸
川
の
各
漁
業
協
同
組
合
の
皆
さ
ま
、

資
金
援
助
を
い
た
だ
い
た
加
藤
健
二
様

（
栃
木
県
志
木
市
）
、
エ
コ
ー
い
ば
ら

き
環
境
保
全
基
金
様
、
高
木
仁
三
郎
市

民
科
学
基
金
さ
ま
に
深
謝
致
し
ま
す
。

シジミ類およびニホンウナギの漁獲変動の類似性(短報)
2014.6 Ａ学会

ニホンウナギの減少原因につて
2016..4 Ｂ社

シジミ類との漁獲相似性からのウナギ減少原因解析
2016.10 Ａ学会

なぜ、ニホンウナギが減少するのか （英文）
2017.7 C学会

なぜ、ニホンウナギが減少するのか （英文）
2017.8 A学会

ニホンウナギ減少原因に関する新しい仮説（英文）
2018.1 Ｄ学会

会員募集
ＮＰＯ法人霞ヶ浦アカデミーの会員になると年に４回程度、会報「海夫通
信」が届くほか、イベント等の情報をお知らせいたします。

«正会員» 入会金１，０００円 年会費３，０００円
«賛助会員» 一口１０，０００円

お申し込みは、氏名、住所、年齢をご記入の上、郵便(行方市浜370-1)また
はメール(seisyunbatake@gmail.com)でお知らせください。



ある特定の食べ物を見ると、無意識のうちに思
い出とリンクしている、ということはよくあり
ます。
わたしの場合、それは「鰻」と「おばあちゃん
」です。都内で一人、がんばって生きているお
ばあちゃん。私や私の両親が遊びに行くと、そ
れはそれは大変喜んでくれます。そして食事は
決まって鰻。
「うな丼食べる？」－鰻と聞けば、おばあちゃ
んの声と、香りと、顔と、部屋の景色が、ふわ
っと頭をよぎります。
そうして私は、社会人になるまでおばあちゃん
以外のひとと、鰻を食べたことがありませんで
した。

おばあちゃんは東京大空襲を経験し、兄弟をな
くし、波乱万丈の時代を生きてきましたが、い
つ天国へ行ってもおかしくない年齢になりまし
た。
「うな丼食べる？」そう囁いてくれる優しいお
ばあちゃんとの思い出は「鰻」という食べ物で
繋がっています。懐かしさと切なさが混じった
感情とともに。

「うな丼食べる？」－おばあちゃんの優しい声が聞こえてくる

菊地早秋 (「銭湯といえば足立」「trip note」ライター）

葦舟の宣伝文句の一つは、「古
事記に出てきます」ということで
す。これについて、少し詳しく説
明します。といっても、聞きか
じった話から想像を膨らませたり、
それらを組み合わせたりしたもの
で、必ずしも学術的な根拠がある
わけではありませんので、気楽に
読んでください。
古事記では、イザナギ、イザナ

ミが最初に産むのがヒルコです。
このヒルコ（蛭子）を海へ流すの
に使われるのが葦舟です。そして、
その後、ヒルコは古事記には一切
登場しません。なんとも不思議な
神さまです。
葦舟で流される神といえば、映

画「十戒」のモーゼを思い出しま
す。映画では、赤ん坊のモーゼは
葦で編んだ洗濯籠で流されました。
洋の東西を問わず、神聖なものは
生まれてすぐに葦舟で流されると
いう苦難を受けるという発想があ
るのかもしれません。
古事記では途中で消えてしまう

ヒルコですが、兵庫県西宮市の西
宮神社には、ヒルコが葦舟で流れ
着いたという話が伝わっていて、
ヒルコを祀っているそうです。古
事記が、ある程度、歴史的事実を
反映しているとすると、葦舟をあ
やつる海洋民族が日本へやってき
て、西宮市のあたりに勢力を築い
たのかもしれません。
そして、神社は勝者が敗者の恨

みを鎮めるために建てたという説
があります。恨みを鎮めるために
祀っている間に、災いをなすもの
が逆に幸いを与えるものに変化す
るという話です。この話を聞くと、
プロ野球の阪神タイガースとケン
タッキー・フライド・チキンの
カーネル・サンダース像の件を思
い出します。

1985年にタイガースは悲願の日
本一に輝くわけですが、リーグ優
勝の時、喜びのあまり我を忘れた
ファンたちは、大阪道頓堀にあっ
たカーネル・サンダースの像を川
に（胴上げして）投げ込んでしま
います。その後、タイガースの成
績は振るわず、カーネル・サン
ダースの呪いとささやかれました。
時はたち、2009年に、川底からつ
いにカーネル・サンダース像が発
見され、引き上げられます。その
後、甲子園球場の近くの店に置か
れて、今度はタイガースの守り神
として扱われます。（今は、東京
の本社に安置されています。）こ
ちらがひどい仕打ちをして、それ
に対して呪いをかけてきた相手が、
次には幸運をもたらすものに変わ
るという、神さまの成り立ちの一
つを見た気がします。
この説を採用すると、ヒルコの

一族は、やはり敗者となったと考
えられます。それ故、古事記に再
び登場することはなかったので
しょう。

さて、ヒルコが航海術に優れた
海洋民族だとすると、海であった
霞ヶ浦にもヒルコの一族は来てい
たのではないか、と考えたくなり
ます。実は、霞ヶ浦周辺にもいく
つか西宮神社や「ヒルコ」神社が
あります。またヒルコ（蛭子）の
別の読み方の「エビス」神社もあ
ります。これらの神社はかつて岸
であったと考えられる場所にあり
ます。ただし、「エビス」の中に
は、ヒルコではなく、大国主系の
神を祀っている場合もあるようで
す。蛭子をエビスと読むのは、七
福神のエビスを指していて、エビ
スは、大国主（オオクニヌシ）の
こととされています。大国主は、
国譲りのお話で国を差し出す方で
すから、敗者の側といえます。同
じ敗者ということで、ヒルコとエ
ビスが混同されるようになったの
かもしれません。いずれにせよ、
かつてある一族が、霞ヶ浦の水上
を、葦舟を巧みにあやつって行き
交っていたという想像は、あなが
ち間違いではないでしょう。

～ヒルコについて～ 葦舟部会 森保文

末裔たち （霞ヶ浦三号艇の進
水、2018年2月18日）



う
な
ぎ
～
一
億
年
の
謎
を
お
う

塚
本
勝
己

（
学
研
教
育
出
版
）

ハ
ネ
ス
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
る
世
界
初

の
ウ
ナ
ギ
産
卵
発
見
の
１
９
２
２
年
か
ら

１
０
０
年
遅
れ
で
、
つ
い
に
著
者
塚
本
勝

己
さ
ん
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
が
ニ
ホ
ン

ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
所
を
発
見
、
多
数
の
孵

化
直
後
の
仔
魚
に
加
え
て
、
世
界
で
初
め

て
の
受
精
卵
の
採
集
に
成
功
し
ま
し
た
。

本
書
は
著
者
が
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
産
卵
場

を
探
し
求
め
目
的
を
達
成
す
る
１
９
７
３

年
３
月
か
ら
２
０
０
９
年
５
月
ま
で
の
海

洋
科
学
探
検
の
記
録
を
中
心
と
す
る
海
洋

ロ
マ
ン
で
す
。
併
せ
て
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の

生
活
全
容
の
最
新
情
報
と
海
洋
科
学
の
研

究
の
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

ま
す
。
小
中
学
生
を
対
象
に
執
筆
さ
れ
た

２
０
０
ペ
ー
ジ
の
科
学
入
門
書
で
も
あ
り

ま
す
。

な
ぜ
、
ウ
ナ
ギ
な
の

ま
ず
、
ウ
ナ
ギ
研
究
に
と
り
く
む
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
小
学
生
時
代
の
二

つ
の
体
験
、
「
魚
と
り
」
と
「
海
底
二
万

マ
イ
ル
」
に
求
め
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。
「
海
底
二
万
マ
イ
ル
」
は
、
主
人
公

の
ネ
モ
船
長
が
、
潜
水
艦
ノ
ー
チ
ラ
ス
号

で
海
底
に
生
活
の
場
を
も
と
め
る
ジ
ュ
ー

ル
・
ベ
ル
ヌ
１
８
６
８
年
発
表
の
空
想
科

学
小
説
で
、
著
者
は
、
そ
の
生
き
ざ
ま
に

強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
告
白
し
て
い

ま
す
。
本
書
の
な
か
で
は
、
後
年
ド
イ
ツ

の
研
究
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
潜
水
艇
に

よ
る
２
７
回
の
潜
水
観
察
調
査
の
体
験
も

紹
介
さ
れ
、
子
ど
も
時
代
の
夢
を
も
達
成

で
き
た
喜
び
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

産
卵
場
へ
の
道

著
者
が
ウ
ナ
ギ
探
検
に
参
加
す
る
以
前

に
は
、
長
い
期
間
の
調
査
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
仔
魚
の
採
集
は
１
９
６
７
年
２
月
の

２
０
尾
だ
け
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
著

者
に
あ
っ
て
は
１
９
７
３
年
の
第
二
回
目

の
航
海
で
仔
魚
レ
プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
５
２

尾
を
台
湾
沖
で
採
集
し
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
更
に

こ
れ
に
続
く
調
査
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
ま

す
が
、
１
９
９
１
年
か
ら
は
、
著
者
が
主

席
研
究
員
と
な
っ
て
調
査
研
究
を
企
画
実

行
し
大
き
な
成
果
を
得
な
が
ら
、
黒
潮
を

南
下
し
、
よ
り
小
さ
く
、
よ
り
多
数
の
仔

魚
を
採
集
し
て
い
く
様
子
が
明
ら
か
に
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
大
き
な
成
果

を
得
る
た
め
の
方
法
が
、
比
較
的
細
か
く

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
地
球
規
模

の
空
間
の
一
点
を
探
し
求
め
る
道
し
る
べ

を
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
に
も
と
め
る
か

と
い
う
考
え
方
で
す
。
面
白
い
の
は
、
産

卵
か
ら
仔
魚
の
分
散
を
煙
突
か
ら
の
煙
に

た
と
え
、
産
卵
場
に
当
る
煙
突
に
迫
っ
て

い
く
類
推
の
手
法
で
す
。
観
測
で
得
ら
れ

た
結
果
を
解
析
し
な
が
ら
作
業
仮
説
を
構

築
し
効
果
的
に
調
査
を
実
行
し
問
題
を
解

決
し
て
い
く
方
法
は
見
事
で
、
だ
か
ら
こ

そ
難
解
な
テ
ー
マ
を
比
較
的
短
期
間
で
攻

略
で
き
た
と
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
「
新
月
仮

説
」
と
「
海
山
仮
説
」
を
道
し
る
べ
に
卵

採
集
に
成
功
す
る
ま
で
の
く
だ
り
は
圧
巻

で
す
。
２
０
０
２
年5

月
、
つ
い
に
究
極

の
目
的
で
あ
っ
た
卵
採
集
に
成
功
し
、
マ

リ
ア
ナ
諸
島
西
方
海
域
の
産
卵
場
と
確
定

し
ま
ま
す
。

研
究
に
つ
い
て

本
書
の
魅
力
の
一
つ
は
、
海
洋
ロ
マ
ン

で
す
。
船
上
で
の
作
業
、
乗
組
員
や
研
究

者
間
の
交
流
や
協
力
、
海
の
様
子
や
生
物

の
こ
と
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
熱

く
語
ら
れ
て
い
る
の
が
研
究
目
的
や
方
法

等
に
関
す
る
自
然
科
学
の
面
白
さ
で
す
。

野
外
、
そ
れ
も
太
平
洋
を
相
手
に
明
確
な

目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
研
究

を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
方
法
と
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
に
つ
て
度
々
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
著
者
が
有
効
と
す
る
方
法
は
前
述
の

仮
説
を
構
築
し
、
そ
れ
を
道
案
内
と
し
て

一
歩
ず
つ
進
む
方
法
で
、
そ
の
重
要
性
が

繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
失
敗
談
も

紹
介
さ
れ
ま
す
が
、
自
分
の
考
え
に
拘
泥

せ
ず
広
く
自
由
に
議
論
し
、
仮
説
を
再
構

築
し
て
い
く
大
海
の
よ
う
な
寛
容
な
研
究

の
姿
勢
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
著
者

は
、
こ
の
こ
と
を
研
究
の
土
台
と
考
え
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
、
本
書
の
初
め
の
箇

所
で
ヨ
ハ
ネ
ス
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
紹
介
の

後
に
、
「
タ
ッ
カ―

仮
説
」
と
う
一
項
を

も
う
け
作
業
仮
説
の
重
要
性
に
つ
い
て
述

べ
て
い
ま
す
。
こ
の
仮
説
は
、
「
ア
メ
リ

カ
ウ
ナ
ギ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ウ
ナ
ギ
は
同

種
」
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
仮
説
が
誤

り
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
、
遺
伝
子

解
析
で
証
明
さ
れ
ま
す
が
、
仮
説
検
証
過

程
で
幾
多
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と

を
紹
介
し
、
誤
り
で
は
あ
っ
て
も
仮
説
の

重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。

大
変
わ
か
り
や
す
い
内
容
な
の
で
、
小

中
学
生
は
勿
論
で
す
が
、
す
で
に
研
究
に

従
事
さ
れ
る
研
究
者
に
と
っ
て
も
意
義
深

い
著
作
で
す
。
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